
令和４年度 松本保育園 「自己評価および学校〔園〕関係者評価」 

 
１． 園の教育目標 

子どもたちの主体的な学びと、他者とのかかわりで生まれる経験を通じて、生涯にわたり自ら学び続ける

人間を育てる。 
 
２． 本年度の重点目標 
〇えがおであいさつ・・・保育園、地域の方と気持ちの良い挨拶を交わそう！ 
〇がんばるちから・・・好きなことをたくさん見つけよう！ 繰り返しやってみよう！ 
〇おともだちとなかよし・・・お友だちに優しくなろう！お友だちと一緒に楽しもう！生活ルールを守ろう！ 
 
３． 自己評価 

A…十分達成されている         B…達成されている 
C…取り組んでいるが、成果が十分でない D…取り組みが不十分である 

項目 自己評価内容 評価 
教育課程・指導 ・園は目指している教育目標、本年度の重点目標を周知している。 A 

・教育課程実施において、教職員は共通理解をしている。 B 
保健管理 ・日常の健康観察や、疾病予防のための取り組みや健康診断などを行っている。 A 
安全管理 ・事故やケガ等発生時の危機管理マニュアルが整備されている。 B 
組織運営 ・園長は教育目標の達成に向けリーダーシップを発揮し、職員をリードしている。 A 

・園運営が適切に機能するために、運営・責任体制の整備を行っている。 B 
研修（資質向上

への取組） 
・法人実施の研修会への参加と、園内研修会の実施をしている。 A 
・日々の保育の振り返りと課題を明確にしている。 C 

教育目標・ 
園評価 

・幼児の実態、保護者の意見要望などを踏まえた園目標を設定している。 A 
・保護者アンケートの実施と、学校関係者委員会（モニター会）を設置している。 A 
・本年度の重点目標達成のための取り組みをしている。 B 

情報提供 ・園公開を実施し、園の取り組みを広く情報提供している。 B 
・園の情報を広く公開するために、ホームページ等を活用している。 B 

保護者・地域住

民との連携 
・PTAや学校関係者委員会（モニター会）等で定期的に懇談会を実施している。 B 

子育て支援・ 
預かり保育 

・地域における保護者の実情や、子育て支援ニーズを把握している。 C 
・保護者の実情や要望を取り入れ、預かり保育・希望保育事業を実施している。 B 

教育整備環境 ・子どもの成長に則した教育環境になるよう工夫を重ねている。 B 
 
４． 学校関係者評価委員(モニター)からの評価 

・保育園の子どもの実態に合わせながら、教育目標を設定している。子どもの姿の捉えをラーニングストー

リーを活用しながら、保護者、家族と共有できるようにしていることが良い。 
・園の自然豊かな環境を上手に取り入れながら、子どもの自発的な継続性ある遊びを退治に考えてきた。 
子どもの成長の過程を保護者に分かりやすい形で発信していくことや、地域社会にも発信しながら、地域

とも連携し子どもの育ちを一緒に見て取れる方法を考えていかなくてはならない。次年度も引き続き、子

どもの実態からの子どもの興味関心に即した保育の在り方を考えていってほしい。 
 
５． 今年度の総合的な園評価と次年度への課題 

・地域の子育て世帯の母親（父親）が気軽に来れる場所に。子育て世帯の母親が社会から孤立しない取り組

みを保育園が窓口となり行っていくことが今後必要。認定こども園に対する期待は大きい。地域、保健師

や児童センター等との連携も必要。また、子ども支援や、家庭支援が必要な家庭が多く見受けられる。継

続的に各機関と連携し子どもの支援が必要な時にきちんと行われるようなマニュアルも必要か。 
 


